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みど幌 壺 介緊 勧 ンター

介護予防教室th’気軽に相談く椋 ±い

申 （廿IL） 年は、 「悪い3ε が去る」 「病が去 る」の語
呂から、幸運を運ぷものeの 言い伝えから厄除叶を願 って、
寄ん塔丁年賀状をつくq苦 した。
やわらか替ぢgjthん 生地、老しτ細か俗配置への貼el付
叶に悪戦苦闘しながら、完成した年賀状t書手元に古いτ窃
きたい、でも心を込MZ、LKSI春 可。郵便 ±ん届ltt下 さ
いね。

…繊 職

・・－r田 ζq苑 居 宅

鷺

みんなで
年賀状つくq

72月 は恒例の繁盛学校ns交 流に来
τ＜れ苦した。
待ちに待ったご利用者の笑顔。スタi・1
フも笑顔丁元気をもらい春した。

来年からは、三つの小学校が一つ
にな っτにぎやかに田ζq苑 をの
ぞいτ〈れるoeを 待っτ苦写。

こ津 村 ・中 尾 ・西 山 よSI＿
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田ζ↓1苑の献立 冒㌘


